
平成 24 （ 1 年間）

安全で安心な公園を整備するため、公園施設長寿命化計画の策定済み公園を０箇所（Ｈ２４当初）から１４箇所（Ｈ２５末）に増加させる。

（H24当初） （H24末） （H25末）

Ａ1　
番号 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 公園 一般 山陽小野田市 直接 公園施設長寿命化計画策定調査 12

小計 12

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

小計 0

現況調査64箇所、計画策定14箇所

安全・安心な公園施設を整備するために必要な長寿命化計画策定の為の現況調査実施公園箇所数
(対象公園：江汐公園ほか６３箇所）

安全・安心な公園施設を整備するために必要な長寿命化計画策定済み公園箇所数
(対象公園：江汐公園ほか１３箇所）

事業者

山陽小野田市

都市公園・緑地等事業
要素となる事業名

0百万円 Ｃ

山口県山陽小野田市

市町村名

Ｂ　関連社会資本整備事業

山陽小野田市

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

山陽小野田市社会資本総合整備計画事業評価委員会設置・運営要領に基づき、事後評価委員会を実施し、評価結果
を踏まえ事後評価書を作成。

事業終了後

公表の方法

山陽小野田市ホームページに掲載

１．交付金事業の進捗状況

12百万円 0百万円 0.0%

事後評価
実施体制、実施時期 事後評価

実施体制 実施時期 

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ｂ

効果促進事業費の割合

市域の都市公園長寿命化計画を策定して計画的な施設改築・更新を行い、子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できる地域交流の拠点としての都市公園の充実を目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値

14箇所

社会資本総合整備計画　事後評価書 平成28年9月21日
計画の名称 山陽小野田市における安全・安心で計画的な都市公園の整備（防災・安全）

計画の期間 年度 交付対象

計画の目標

0箇所 － 64箇所

0箇所

中間目標値 最終目標値

－

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
12百万円 Ａ

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

市町村名
港湾・地区名工種 （延長・面積等）



番号 備考

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

小計 0

番号 備考

②長寿命化計画の対象公園数

平成２７年度より、公園利用者の安全・安心の確保や、老朽化の進む公園施設の改築・更新費用の平準化及び低減を図るため、公園施設長寿命化計画に基づく計画的な施設の改築・補修を実施し、適正な維持管理を推進する
とともに公園・緑地の更なる利用促進を図る。

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
公園施設の長寿命化計画を策定することで、健全度の把握や補修等に掛かる費用の平準化、ライフサイクルコストの縮減等を図ることができ、計画的かつ効率的な維持管理が可能となっ
た。

Ⅱ定量的指標の達成状況

定量的指標 最終目標値 最終実績値 目標値と実績値 に差が出た要因

①現況調査の実施公園数 効率的な事業執行に努め、目標を達成した。

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）工種

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

一体的に実施することにより期待される効果

Ｃ　効果促進事業

６４公園 100%

１４公園 100% 効率的な事業執行に努め、目標を達成した。



計画の名称 山陽小野田市における安全・安心で計画的な都市公園の整備（防災・安全）
計画の期間 　平成24年度 （1年間） 山口県山陽小野田市交付対象

山陽小野田市位置図

Ｎ

厚狭駅

小野田駅

国
道
1
90
号

国道316号

山陽小野田市役所

山陽総合事務所

埴生駅

埴生ＩＣ

小野田ＩＣ

山陽小野田都市計画区域（市域全域）

小野田地区

長寿命化計画策定 8公園

（現況調査） 22公園

高千帆地区

長寿命化計画策定 3公園

（現況調査） 19公園

厚狭地区

長寿命化計画策定 1公園

（現況調査） 14公園

埴生・厚陽地区

長寿命化計画策定 2公園

（現況調査） 9公園


